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群馬県立しろがね特別支援学校 

平成３０年１１月２９日（木） 

◆中学部 第２回校内就業体験 

ボールペンの組み立て         スーパー竿ピンチの袋詰め  学部間交流学習（小学部児童） 

   

校内就業体験を終えた生徒のコメント 

Ａさん「声の大きさを頑張ったのでボーナスをもらえてうれしかったです」 

Ｂくん「今回はおじぎを頑張りました。３学期は大きな声で報告が言えるように頑張りたいです」 

Ｃさん「報告・連絡は大きい声で言わないと相手にしっかり伝わらないと思いました」 

 

中学部の校内就業体験が１０／２２（月）～１０／２６（金）の５日間行われました。校内就業体験では、

Ｔピンの色分けやスーパー竿ピンチの組み立て・袋詰めなどに取り組みました。 

今回は１学期より大きな声で連絡や報告をすることができる生徒が多かったです。作業だけではなくみんな

で協力をして道具の準備や作業室の片づけを行うこともできました。学部間交流学習では、今回は小学部の児

童が就業体験に参加しました。初めての体験でしたが作業に集中して丁寧に竿ピンチの組み立てができていま

した。 

◆学部間交流学習～高等部「作業学習」の説明・見学会～ 

    作業班の説明           陶芸班の見学         縫製班の見学 

    

学部間交流学習に参加した生徒のコメント 

Ｄさん「いろんな班があって大変そうだなと思いました」 

Ｅくん「自分の将来のためになると思いました」 

Ｆさん「自分も今からもっと頑張ろうと思いました」 

学部間交流学習として、高等部「作業学習」説明会を実施しました。中学部２・３年の生徒６名が参加し、

高等部１年の生徒による高等部での作業学習についての発表を聞いたり、高等部の「縫製班」「陶芸班」「工作

班」の授業見学を行ったりしました。参加した中学部の生徒からは、「作業班の数が増え、就業体験や作業学

習の作業時間が長くなるなどの話を聞き、高等部の作業学習の大変さが分かった」などの意見が出されました。

高等部生徒は「少しずつ諦めずに、達成感がもてるように頑張ってください」と、中学部の生徒に激励を送っ

ていました。 


